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遠藤　浩 議員

「
広
野
町
帰
還

者
Ｊ
Ｒ
利
用
運

賃
助
成
制
度
」
に
基
づ
き
、

早
期
帰
町
者
の
通
勤
、
お

年
寄
り
や
学
生
な
ど
の
通

院
・
通
学
等
の
助
成
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

３
月
末
で
応
急
仮
設
住

宅
の
供
与
期
間
が
終
了

し
、
多
く
の
子
育
て
世
代

の
方
々
が
戻
ら
れ
る
と
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

子
育
て
を
支
え
る
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る

昨

年

11

月

に

開

催

さ

れ

た

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

「
こ
こ
ろ
の
復
興
」
と
題
し

て
、
伝
統
行
事
の
継
承
に

つ
い
て
意
見
交
換
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
、

当
時
を
懐
か
し
む
声
や
祭

り
の
復
活
を
望
む
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

帰
町
者
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
町
内
各
所
で
祭
り

が
開
催
で
き
れ
ば
、
風
土
・

文
化
に
触
れ
て
も
ら
う
絶

好
の
機
会
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

広
野
町
帰
還
者

Ｊ
Ｒ
利
用
運
賃

助
成
金
事
業
は
、
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

　

通
学
定
期
に
つ
い
て
、

平
成
27

年
度
及
び
平
成
28

避
難
生
活
の
長

期
化
に
よ
り
心

身
と
も
に
大
き
な
負
担
と

な
り
、
精
神
的
負
担
の
解

消
、
「
心
の
復
興
」
を
前

進
さ
せ
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
を
前
進
さ
せ
る
取

り
組
み
と
し
て
、
伝
統
文

化
で
あ
る
「
ま
つ
り
」
を

再
開
で
き
な
い
も
の
か
と

Ｊ
Ｒ
利
用
運
賃
助
成
制
度
の
計
画
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
町
長
／
継
続
し
て
実
施
す
る

町
内
の
「
ま
つ
り
」
の
復
活
を

　
　
　
　
　
　
遠
藤
町
長
／
再
開
に
向
け
た
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
る

町
長

町
長

遠
藤

遠
藤

「

広

野

ま

ち
・

ひ

と
・

し

ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
掲

げ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
の
関
連
施

設
や
原
子
力
発
電
所
等
へ

の
ビ
ジ
ネ
ス
客
、
被
災
地

を
学
習
・
研
究
す
る
学
習

旅
行
な
ど
の
来
町
者
を
想

定
し
、
利
用
者
に
対
す
る

利
便
性
の
向
上
を
図
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

利
用
者
の
玄
関
と
な
る
広

野
駅
に
は
、
自
動
改
札
機

は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、

Ｓ
u

i
c
a
（
ス
イ
カ
）
な

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
沿

線
の
13

市
町
村

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

常
磐
線
の
利
便
性
の
向
上

と
沿
線
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

本
年
２
月
８
日
に
は
、

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
沿
線
の
13

市

町
村
で
組
織
す
る
常
磐

線
活
性
化
対
策
協
議
会

に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

水
戸
支
社
長
に
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
の
復
旧
、
輸
送
力
の
強

化
、
既
存
運
行
路
線
の
充

実
・
強
化
及
び
施
設
の
整

備
・
改
善
を
要
望
し
、
そ

の
中
に
自
動
改
札
機
及
び

Ｓ
u
i
c
a
（
ス
イ
カ
）
対

応
機
器
の
整
備
促
進
を
お

願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
後
も
、
関
係
市
町
村

と
連
携
し
、
利
用
者
の
利

便
性
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

自
動
改
札
機
を
設
置
せ
よ

遠
藤
町
長
／
関
係
市
町
村
と
整
備
促
進
を
要
望

町
長

遠
藤

森林資源の機能維持のために

町
は
、
森
林
の

有
す
る
多
面
的

機
能
を
維
持
し
な
が
ら
放

射
性
物
質
の
低
減
及
び
拡

散
防
止
を
図
り
森
林
を
再

生
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
「
ふ
く
し
ま
森
林
再
生

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
32

年
度
ま
で
の
補
助
事
業
で

あ
り
、
上
浅
見
川
地
域
の

約
２
５
０
ha

の
整
備
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
ふ
く
し
ま
森
林

再
生
事
業
終
了
後
の
山
林

の
管
理
方
法
等
を
検
討

し
、
併
せ
て
基
金
条
例
の

制
定
に
向
け
て
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

町
有
林
管
理
に
関
す
る
基
金
の
制
定
を

遠
藤
町
長
／
管
理
方
法
等
と
基
金
条
例
を
検
討

町
の
面
積
は
約   

59

を
有
し
、

そ
の
76

％
が
山
林
面
積
で

す
。
内
訳
は
１
５
０
８
ha

の
国
有
林
、
１
５
３
３

ha

の
町
有
林
が
あ
り
、
こ

の
他
に
一
般
民
有
林
と
し

て
１
３
５
０
ha

が
あ
り
ま

す
。

　

先
人
達
が
苗
を
植
え
、

林
を
創
り
、
森
林
を
育
成

し
て
森
林
環
境
形
成
・
水

源
涵
養
林
と
し
た
こ
の
貴

重
な
資
源
の
機
能
維
持
保

全
を
永
続
的
に
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

資
金
的
に
支
え
、
充
当

す
る
た
め
の
基
金
を
創
設

し
、
貴
重
な
森
林
資
源
の

保
全
に
資
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
か
。

門
馬

町
長

門馬　巧 議員

町
民
の
皆
様
へ

の

新

聞

配

達

再
開
に
つ
い
て
、
昨
年
よ

新
聞
購
読
の
要
望
に
応
え
る
支
援
策
を

遠
藤
町
長
／
実
現
に
向
け
協
議

震
災
前
は
、
新

聞
販
売
店
の
努

力
に
よ
り
、
広
範
囲
に
渡

る
宅
配
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
震
災
後
は
、
帰

還
者
が
少
な
く
、
採
算
性

の
問
題
等
も
あ
り
、
購
読

希
望
者
の
要
望
に
は
応
じ

ら
れ
な
い
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

多
く
の
町
民
の
要
望
に

応
え
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
施
策
を
考
慮
し
、
実
現

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

か
。

①
新
聞
販
売
店
と
配
達
実

現
の
た
め
の
協
議
を
す

る
。

②
配
達
要
員
確
保
等
に
可

能
な
支
援
を
す
る
。

③
募
集
に
応
じ
、
配
達
業

務
に
就
業
す
る
者
に
は
奨

励
金
を
支
給
す
る
。

④
支
援
に
要
し
た
金
員
分

は
、
行
政
賠
償
と
し
て
国
・

東
京
電
力
に
求
償
す
る
。

門
馬

町
長

ど
の
手
軽
で
便
利
な
サ
ー

ビ
ス
も
受
け
ら
れ
な
い
公

共
交
通
の
利
便
性
に
格
差

を
感
じ
ま
す
。

　

町
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
目

指
す
利
便
性
の
向
上
と
駅

利
用
者
の
増
加
を
実
現
す

る
た
め
、
広
野
駅
に
自
動

改
札
機
を
設
置
す
る
よ
う

求
め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
か
。

当
町
に
お
い
て
、
人
口
転

出
の
抑
制
・
流
入
促
進
に

つ
な
が
り
、
町
独
自
の
魅

力
で
あ
る
「
広
野
町
帰
還

者
Ｊ
Ｒ
利
用
運
賃
助
成
制

度
」
に
つ
い
て
、
今
後
の

計
画
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

　

風
土
・
文
化
を
継
承
す

る
た
め
、
止
ま
っ
て
い
る

町
内
の
祭
り
を
復
活
さ
せ

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
か
。

年
度
は
、
早
期
に
帰
還
さ

れ
た
生
徒
を
考
慮
し
、
乗

車
券
料
金
の
全
額
を
助
成

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

29

年
度
か
ら
は
回
数
乗
車

券
及
び
往
復
乗
車
券
と
同

様
に
２
分
の
１
を
助
成
し

ま
す
。

　

子
育
て
世
代
を
含
め
て

帰
還
し
た
町
民
の
町
内
で

の
生
活
の
便
宜
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

考
え
、
昨
年
開
催
し
た
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い

て
、
氏
子
の
皆
様
を
交
え

た
意
見
交
換
を
実
施
し
、

再
開
に
向
け
た
取
り
組
み

を
前
進
さ
せ
よ
う
と
の
確

認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
、
様
々
な
事

由
に
よ
り
休
止
、
中
断
に

至
っ
て
い
る
各
地
区
の
ま

つ
り
を
再
開
す
る
こ
と

が
、
さ
ら
な
る
復
興
に
大

き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
町
民
と
一
体

と
な
り
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
ま
す

り
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

新
聞
販
売
店
の
実
情

は
、
募
集
を
か
け
て
も
配

達
員
が
集
ま
ら
ず
、
親
族

に
て
街
中
と
中
央
台
地
区

の
配
達
を
行
い
、
広
洋
台

地
区
の
配
達
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
新
聞
社
８

社
の
協
議
会
の
幹
事
会
社

で
あ
る
福
島
民
友
新
聞
社

と
現
状
と
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
持

ち
、
事
業
者
の
事
業
・
生

業
・
生
活
の
再
建
の
支
援

を
す
る
国
、
県
、
民
間
で

組
織
す
る
「
福
島
相
双
復

興
官
民
合
同
チ
ー
ム
」
と

の
協
議
に
よ
り
、
今
後
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
聞
販
売
店
と
の
協

議
、
配
達
要
員
確
保
の
支

援
策
及
び
奨
励
金
の
支
給

な
ど
、
新
聞
配
達
再
開
の

実
現
の
た
め
、
福
島
相
双

復
興
官
民
合
同
チ
ー
ム
と

の
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。


